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1.  はじめに
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②　対象学年 : 中学 2 年生
③　単元について
　第二次世界大戦を題材として学習を進めるにあたっ
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ズ 8）（以下、SHP）は、英国で 2008 〜 2009 年に発行
された、キーステージ 3（11-14 才）用の歴史教科書
である 9）。YEAR7-9 の 3 冊からなるシリーズの目次
を表 1 に示す。





目すると それが YEAR7 のセクション 1、YEAR8







　SHP「移動 定住」の構成を、① 知識・技能、② 
?????? ?????? ??????
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という SHP を構成する 6 つのテーマが「Big Story」
として提示されたあとに、次の 2 つのキーポイントが
提示される。
・ Big Story は、時代を超えた人と出来事のつながり
を私たちが見つけるのを助ける。
・ Big Story は、今日、何が起こっているかを私たち
が理解するのを助ける。
　以下、提示されたキーポイントを手がかりに、さま
ざまな little stories を読み解き、キーポイントについ
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Big Story である。　SHP の著者のひとりである Ian
　Dawson は別のところで thematic stories という語
を用いて、歴史学習のねらいは、個々の stories をつ
なぐ thematic stories を理解し、生徒がそれについて
話すことができる知識とスキルを育てることであると
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ると述べている 12）。ここで挙げられている thematic 
stories は「権力」や「民主主義」というものであり、
SHP での Big Story と同じものと考えてよいだろう。









てよいだろう。それでは Dawson にとって、thematic 
stories は歴史の授業でどのように扱われるべきもの
だろうか。
　Dawson は、生徒たちが、何度も thematic stories
をみて、個々のできごとの文脈を考え、stories 自体
























































学年? ???「移動と定住」の学習活動? ????????? ??????? に関する ??????の考え?
７? ・ 大部分の家族に移民がいることを確認する。 ????? を通して、今日と過去を結びつける。?





?? ・ 「移動と定住」という ????????? を用いて、移民の経験を記述する。
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Dale Banham， Bethan Edwards， Sally Burnham “ SHP 
HISTORY YEAR 8” Hodder Education， 2009，  Dale 
Banham， Ian Luff “ SHP HISTORY YEAR 9” Hodder 
Education， 2009
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・ 拙稿「社会科のコンピテンシーと歴史教育 - 英国の歴史教科
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